
新緑の日影山を楽しむ 新緑の日影山を楽しむ 

笑顔とがんばりの町 

平成 1 9 年 

　６月17日、日影山を愛する会（村上久会長）主催、小野町観光協会共催による「日影山ふれあい登山」
が実施され、約70名のハイカーが頂上を目指しました。当日は、小戸神小学校の児童も学校行事で登
山し、三世代が新緑を楽しむ一日となりました。 
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登山道から見た小野町中心部 

頂上目指して、さぁ出発 頂上目指して、さぁ出発 

山頂での記念撮影 山頂での記念撮影 
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●基本的な方針 

●作成方針 

福島県版モデル計画に準じ、町防災計画による災害対策本部を基本
に組織構成を行うとともに、国民保護法に基づく特有の業務にも迅速・
的確に対応する 

自然防災から大規模なテロまで幅広い事態に対応できる体制を構築し、
町民の安全安心を確保 

阿武隈山系に位置し、中山間地域が多いことや、町内にこまちダム
が建設されたことをふまえて保護措置を実施 

町地域防災計画
をベースに作成 

●早い段階での警戒
のための初動体制
の確立及び災害対
策本部体制による
対策の実施 
●町民の相談、避
難・救助等に密接
な業務について、
担当課や対応方法
を明確化 

●地域特性に応
じた避難手段や
避難方法による
避難指示・誘導 
●広域避難のた
めの中継施設の
整備 
●避難施設の基
準の明確化 

●生活関連等施
設及びその他の
公共施設安全確
保 
● NBCテロに対
する初動体制の
確立 

具体的な対処に
ついてマニュア
ルを作成 

広域消防本部と
の調整を行い作
成 

避難・救援 
武力攻撃災害 
への対処 体制づくり 体制づくり 避難・救援 

武力攻撃災害 
への対処 

　
こ
の
た
び
、
外
国
か
ら
の
武
力
攻
撃

や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
に
お
け
る
町
民
の

保
護
措
置
の
具
体
的
な
計
画
を
定
め
た

「
小
野
町
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。 

　
本
計
画
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
小

野
町
国
民
保
護
協
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
県
に
協
議
を
行
い
決
定
し
た
も

の
で
す
。 

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
、
作
成
方
針
及
び
計
画
の
概
要
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
今
後
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
情
報
収

集
・
提
供
、
研
修
及
び
訓
練
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
質
問
、
ご
意
見
な
ど
が
あ

れ
ば
町
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
　  

７
２
―
６
９
３
３ 

 



 

第
１
編
　
総
論
 

・
町
の
責
務
、
計
画
の
位
置
づ
け
、
構
成
等
 

・
国
民
保
護
措
置
に
関
す
る
基
本
方
針
等
 

・
関
係
機
関
の
事
務
又
は
業
務
の
大
綱
等
 

・
町
の
地
理
的
、
社
会
的
特
徴
 

・
町
国
民
保
護
計
画
が
対
象
と
す
る
事
態
 

第
２
編
　
平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防
 

・
組
織
・
体
制
の
整
備
等
 

・
避
難
、
救
援
及
び
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
 

処
に
関
す
る
平
素
か
ら
の
備
え
 

・
物
資
及
び
資
材
の
備
蓄
、
整
備
 

・
国
民
保
護
に
関
す
る
啓
発
 

第
３
編
　
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
 

・
初
動
連
絡
体
制
の
迅
速
な
確
立
及
び
初
動
 

措
置
 

・
町
対
策
本
部
の
設
置
等
 

・
関
係
機
関
相
互
の
連
携
 

・
警
報
及
び
避
難
の
指
示
等
 

・
救
援
 

・
安
否
情
報
の
収
集
・
提
供
 

・
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
 

・
被
災
情
報
の
収
集
及
び
報
告
 

・
保
健
衛
生
の
確
保
そ
の
他
の
措
置
 

・
国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
 

・
特
殊
標
章
等
の
交
付
及
び
管
理
 

第
４
編
　
復
旧
等
 

・
応
急
の
復
旧
 

・
武
力
攻
撃
災
害
の
復
旧
 

・
国
民
保
護
措
置
に
要
し
た
費
用
の
支
弁
等
 

第
５
編
　
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
 

　武力攻撃による災害が発生するおそれのある次のような現象
（武力攻撃災害の兆候といいます）を発見した場合、速やかに
福島県警察又は消防本部に通報願います。 
◎武力攻撃（テロを含む）に伴って発生した（おそれのある） 
　１　火災　　　　　　２　堤防の水漏れ 
　３　建造物の倒壊　　４　動物の大量死 

小
野
町
国
民
保
護
計
画
の
構
成
 

小
野
町
国
民
保
護
計
画
の
構
成
 

小
野
町
国
民
保
護
計
画
の
構
成
 

福島県警察 
消防本部 
小野町役場町民生活課 
福島県 
県中地方振興局 
県民生活グループ 

110番 
119番 

0247-72-6933 

024-935-1295

武力攻撃災害の兆候を発見した場合の連絡先 

町民の皆様への情報提供のお願い！ 町民の皆様への情報提供のお願い！ 町民の皆様への情報提供のお願い！ 
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平
成
２０
年
度
小
野
町
職
員
（
高
校
卒
程

度
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。 

○
試
験
職
種
　
一
般
事
務 

○
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名 

○
受
験
資
格 

昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
）。 

○
試
験
の
方
法
、
期
日
及
び
場
所 

第
一
次
試
験
　
筆
記
試
験
（
教
養
） 

平
成
１９
年
９
月
１６
日
（
日
） 

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設 

（
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
中
通
２
） 

第
二
次
試
験
１１
月
実
施
予
定 

○
申
込
用
紙
の
請
求 

　
申
込
用
紙
は
、
小
野
町
役
場
で
交
付
す

る
ほ
か
、
小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

　
郵
送
で
の
請
求
の
場
合
は
８０
円
切
手
を

貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
受
付
期
間
等 

　
平
成
１９
年
７
月
１１
日
（
水
）
か
ら 

８
月
１０
日
（
金
）
ま
で
。 

　
郵
送
に
よ
る
申
込
書
提
出
は
、
８
月
８

日
（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
が
有

効
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
　
７
２
―
２
１
１
１ 

　
小
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.tow
n.ono.fukushim

a.jp

小
野
町
職
員
募
集 

第
２１
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
７
月
２９
日
投
票
 

　
　
　
　
　
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
 

第
２１
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
７
月
２９
日
投
票
 

　
　
　
　
　
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
 

　
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
月
１２
日
（
木
）
公
示
、

７
月
２９
日
（
日
）
投
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。 

◎
選
挙
人
名
簿
の
登
録
 

　
今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
平
成
１９
年
７
月
１１
日
を
基
準
日
と
し
て
次
の
要

件
を
満
た
し
た
方
で
す
。 

▼
転
　
　
入
 

　
平
成
１９
年
４
月
１１
日
ま
で
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、
７
月
１１
日
現
在
、
引
き

続
き
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
。 

▼
新
有
権
者
 

　
昭
和
６２
年
７
月
３０
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。 

◎
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
 

▼
期
　
間
 

　
７
月
１３
日
（
金
）
〜

７
月
２８
日
（
土
）
ま
で

の
期
間
 

▼
場
　
所
 

　
小
野
町
役
場
（
応
接
室
） 

◎
投
票
所
 

　
町
内
８
箇
所
で
行
な

い
ま
す
。
各
投
票
区
の

投
票
所
に
つ
い
て
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。 

◎
開
　
票
 

▼
日
　
時
 

　
７
月
２９
日
午
後
８
時
〜
 

▼
場
　
所
 

　
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
（
大
ホ
ー
ル
） 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
小
野
町
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
） 

　
　
 
７
２
―
２
１
１
１
 

　
平
舘
行
政
区
は
、
福
島
県
防
犯

協
会
連
合
会
か
ら
「
平
成
１８
年
度

一
戸
一
灯
運
動
推
進
モ
デ
ル
町
会
」

の
指
定
を
受
け
、
行
政
区
一
致
協

力
し
同
運
動
の
推
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
優
秀
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、 

こ
の
度
、
福
島
県
防
犯
協
会
連
合

会
長
（
福
島
県
知
事
）
か
ら
「
特

別
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

　
受
賞
の
伝
達
は
、
６
月
５
日
に

開
催
さ
れ
た
平
成
１９
年
度
小
野
新
 

町
防
犯
協
会
定
期
総
会
の
席
上
、

小
野
警
察
署
長
か
ら
平
舘
行
政
区

長
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
一
戸
一
灯
運
動
」
は
、

地
域
社
会
が
連
携
し
、
夜
間
、
自

宅
や
会
社
の
門
灯
・
玄
関
灯
・
防

犯
灯
を
点
灯
さ
せ
、
街
全
体
を
明

る
く
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
の
発

生
を
防
ぐ
運
動
で
す
。 

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

蓮沼小野警察署長から表彰状を受ける森田高男 
平舘行政区長（右） 

平
舘
行
政
区
 

「
一
戸
一
灯
運
動
特
別
賞
」
受
賞
 

平
舘
行
政
区
 

「
一
戸
一
灯
運
動
特
別
賞
」
受
賞
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会
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開
催
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小
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協
議
会
を
開
催
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バ
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用
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増
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小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
開
催
 

路
線
バ
ス
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
 

　
小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
開
催
 

路
線
バ
ス
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
 

　
小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
開
催
 

路
線
バ
ス
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
 

　
小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
開
催
 

路
線
バ
ス
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
 

　
小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
開
催
 

　
平
成
１９
年
度
の
小
野
町
地
方
バ
ス
路
線
対
策

協
議
会
を
、
６
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
は
、
小
野
町
に
お
け
る
地
方
バ

ス
路
線
の
総
合
的
な
運
行
、
維
持
対
策
に
つ
い

て
調
査
審
議
す
る
機
関
で
、
沿
線
の
行
政
区
長
、

学
校
関
係
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
１７
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
協
議
会
で
は
、
小
野
町
の
現
在
の
バ
ス
路
線

の
運
行
状
況
、
今
後
の
運
行
計
画
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

各
委
員
か
ら
は
、
具
体
的
な
ダ
イ
ヤ
改
正
や
増

便
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
し
や
す
い

運
行
方
法
が
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
積
極
的
な
対
応
を
バ
ス
事
業
者
に
依
頼

し
ま
し
た
。 

　
小
野
町
の
バ
ス
路
線
は
、
バ
ス
事
業
者
３
社

に
よ
り
５
路
線
で
運
行
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
１８
年
度
に
２
事
業
者
の
２

路
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
自
家
用
車
の
普
及
や
少
子
化

の
進
行
な
ど
の
理
由
か
ら
路
線
バ
ス
の
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
、
地
方
バ

ス
路
線
の
維
持
が
大
変
難
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
町
で
は

路
線
バ
ス
を
児
童
･
生
徒
や
高
齢
者
な
ど

交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
の
移
動
手
段
、

ま
た
、
地
域
生
活
を
支
え
る
重
要
な
存
在

で
あ
る
と
認
識
し
、
路
線
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東

1
が
運
行
し
て
い
た
小
野
町
と
石
川
町
を

結
ぶ
路
線
が
平
成
１９
年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
沿
線
町
村
で
路
線
維
持
に
向
け
て
活

動
し
た
結
果
、
福
島
交
通
1
が
路
線
を
継
承

し
、
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、
平
成
１９
年
度
の
小
野
町
に
お
け

る
地
方
バ
ス
路
線
は
、
福
島
交
通
1
が
運
行

す
る
４
路
線
と
な
り
ま
す
。 

　
町
で
は
、
今
後
も
沿
線
市
町
村
や
関
係
機
関
、

バ
ス
事
業
者
と
利
用
状
況
の
分
析
や
利
用
見
込

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
に
最
も
適
し
た

公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
者
で
あ
る
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

　
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
は
、
別
表
の
と
お
り
 

で
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
　
７
２
―
６
９
３
９
 

（注）平均乗車密度　バス１便あたりの平均乗客数。始発から終点まで
常に乗っている人を平均した数。乗客一人ひとりが乗った距離を加え
て走行距離で割る。一般的に、平均乗車密度が5.0人以上でその路線
が黒字になるといわれる。 

福
島
交
通
!
が
運
行
す
る
 

小
野
石
川
線
 

!

!



小
野
町 

　
ま
ち
づ
く
り 

促
進
協
議
会 

　
総
会
開
催 

小
野
町 

　
ま
ち
づ
く
り 

促
進
協
議
会 

　
総
会
開
催 

　
５
月
２３
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
に
お
い
て
、
小
野
町
ま
ち

づ
く
り
促
進
協
議
会
（
矢
吹
雅
孝
会

長
）
の
平
成
１９
年
度
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
q

平
成
１８
年
度
事
業

経
過
報
告
に
つ
い
て
、
w

う
つ
く
し

い
ま
ち
な
み
景
観
形
成
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
e

平
成
１９
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
の
３
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
宍
戸
町
長

は
、「
今
年
度
の
右
支
夏
井
川
河
川

改
修
事
業
で
は
昨
年
度
よ
り
事
業
費

が
大
幅
増
と
な
り
、
河
川
と
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
各
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
連
絡
調
整
と

い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

く
委
員
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
に
ご
期

待
申
し
上
げ
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
県
中
建
設
事
務
所
河
川
砂

防
グ
ル
ー
プ
よ
り
右
支
夏
井
川
河
川

改
修
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
こ
れ

ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
の
よ
う
す 

小
野
町
都
市
計
画 

　
　 

審
議
会
開
催 

小
野
町
都
市
計
画 

　
　 

審
議
会
開
催 

　
５
月
３０
日
、
小
野
町
役
場
に
お
い

て
、
平
成
１９
年
度
第
１
回
小
野
町
都

市
計
画
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
審
議
会
で
は
、
こ
ま
ち
ダ
ム
建
設

事
業
、
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
と
市

街
地
整
備
、
長
期
未
着
手
都
市
計
画

道
路
見
直
し
、
七
生
根
線
整
備
事
業

に
つ
い
て
今
年
度
の
取
り
組
み
予
定

を
説
明
し
た
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
町
で
は
、
今
後
も
審
議
会
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
通
じ
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
」を 

開
催
し
ま
す
！ 

「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
」を 

開
催
し
ま
す
！ 

　
森
と
湖
に
親
し
み
、
森
林
や
ダ
ム
、

河
川
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
関
心

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
こ

ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　「
こ
ま
ち
ダ
ム
」、「
こ
ま
ち
浄
水
場
」

の
施
設
見
学
会
、
こ
ま
ち
湖
で
の
ボ

ー
ト
遊
覧
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
回
覧
文

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
多
数
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　 

▼
日
時
　
７
月
２８
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

▼
会
場
　
こ
ま
ち
ダ
ム 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
整
備
課
　
７
２
―
６
９
３
７ 

ふ
る
さ
と
小
野
町
会
総
会 

　
　
　
　
　
今
年
は
埼
玉
で
開
催 
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
総
会 

　
　
　
　
　
今
年
は
埼
玉
で
開
催 

審
議
会
の
よ
う
す 

　
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
（
先
崎
武
会

長
）
の
本
年
度
の
総
会
が
、
６
月
１０

日
に
埼
玉
県
戸
田
市
の
戸
田
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

は
４５
名
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
、
町
、
議
会
、
商
工
会
、
ふ
る
さ

と
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
、
戦
時
中

に
小
野
町
に
疎
開
さ
れ
て
い
た
「
尾

久
西
あ
ぶ
く
ま
友
の
会
」
会
員
の
方

も
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
前
年
度
の
事
業
、
決
算

の
報
告
の
後
、
ふ
る
さ
と
訪
問
や
会

報
の
発
行
、
小
野
町

と
荒
川
区
・
首
都
圏

と
の
交
流
促
進
活
動

な
ど
の
本
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
が
決

定
し
ま
し
た
。 

　
総
会
終
了
後
の
交

流
会
で
は
、
神
保
国

男
戸
田
市
長
も
来
賓

と
し
て
出
席
し
、
情

報
交
換
や
想
い
出
話

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

小
野
町
会
の
顧
問
で

あ
る
丘
灯
至
夫
先
生

作
詞
の
「
高
校
三
年

生
」
を
全
員
で
合
唱

し
、
交
流
会
を
閉
じ

ま
し
た
。 

参加者全員で記念撮影 
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国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー
 

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー
 

　
６
月
号
で
は
、
全
額
免
除
制
度

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
一

部
納
付
（
免
除
）
制
度
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
は
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
残
り
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
と
な
る
制
度
で
す
。 

 

一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
に
は
、

次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

●
４
分
の
１
納
付　（
３
５
３
０
円
） 

●
２
分
の
１
納
付　（
７
０
５
０
円
） 

●
４
分
の
３
納
付　（
１
０
５
８
０
円
） 

※
（
　
）
内
は
納
付
す
る
保
険
料

の
金
額
で
す
。 

　
次
の
所
得
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
方
が
、
対
象
と
な
り
ま
す 

▼
所
得
基
準 

　
前
年
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で

　
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ

　
る
こ
と
。 

【
計
算
式
】 

●
４
分
の
１
納
付 

　
７８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額 

　
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等 

●
２
分
の
１
納
付 

　
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

　
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等 

●
４
分
の
３
納
付 

　
１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

　
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等 

【
例
】　（
下
表
の
と
お
り
） 

※
申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
、
前
々

年
の
所
得
で
審
査
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
一
部
保
険
料
を
納
付

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期

間
の
一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
、

未
納
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
０
２
４
―
９
３
２
―
３
４
８
０ 

　
町
民
生
活
課 

　
　
７
２
―
６
９
３
３ 

7

安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り 

厚生労働省・社会保険庁からの年金記録に関するお知らせです。　　　　 
もう一度、ご自分の年金記録を確認くださいますようお願いいたします。 

●この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけしておりますことを、
　心よりお詫び申し上げます。 
●基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています。 
▼平成9年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お一人が複数の年金番号を持つ場
合も生じていましたが、1人1番号の基礎年金番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行え
るようにしました。 
▼これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、また、年金の請求時にもご本人に確
認してきましたが、まだ約5000万件（平成18年6月）の記録が、基礎年金番号に結びつけられて
いません。この未統合の記録は大切に保管されていますが、そのままでは年金支給に結びつかなく
なるおそれがあります。 

●年金記録問題への新対応策を進めます。 
　▼被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結びつけられている加入履歴を、順次送付します。 
　　疑問があれば、お問い合わせください。 
　▼5000万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と突き合わせ、未統合の記録がある可能性のあ
　　る方には、お知らせします。 
　▼社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がなくても、銀行通帳の出金記録、元
　　雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で判断してもらう仕組みを作ります。 
　▼５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようにする特別立法が国会に提出されています。 
●お客様からのお問い合わせには真摯に対応します。 
　▼社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせください 
　▼お電話でのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで　０１２０ ‐ ６５７８３０ 
　▼インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の取得をご利用ください 
　　http://www.sia.go.jp

あなたの年金記録をもう一度チェックさせてください 
～被保険者・年金受給者の皆様へ～　厚生労働省・社会保険庁 
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平
成
１９
年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
の
税
率
は
、
平
成
１８
年
度
と

同
率
と
な
り
ま
し
た
。
変
更
点
は
、

医
療
分
の
課
税
限
度
額
が
５３
万
円
か

ら
５６ 
万
円
に
な
っ
た
点
で
す
。
詳
細

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

あ
な
た
の
健
康
を
支
え
る
国
保 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加

入
者
の
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
で

医
療
機
関
な
ど
に
か
か
っ
て
も
、
一

定
の
負
担
で
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
町
が
保
険
者
と
な

り
、
費
用
を
公
平
に
負
担
し
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。 

国
保
税
は
大
切
な
財
源
で
す 

　
国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た 

め
に
そ
の
年
度
に
見
込
ま
れ
る
総
医 

療
費
か
ら
、
国
や
県
な
ど
の
負
担
分 

（
補
助
金
な
ど
）
を
差
し
引
い
た
残 

り
の
費
用
を
、
各
世
帯
単
位
で
負
担 

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま 

す
。
加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担 

し
て
い
た
だ
く
国
保
税
が
、
重
要
な 

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ 

ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬 

に
世
帯
主
の
方
へ
送
付
さ
れ
ま
す
の 

で
、
各
期
の
納
付
期
限
内
に
納
付
を 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
　
７
２
―
６
９
３
３                                          
                                          

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ 
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ 
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ 

平成19年度の国民健康保険税率 平成19年度の国民健康保険税率 

国民健康保険税納期一覧 



65歳以上の方の介護保険料はどのように納めるの？ 65歳以上の方の介護保険料はどのように納めるの？ 
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介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
が
、
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
介
護
保
険
の
大
切
な

財
源
と
な
り
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、
介
護
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
納
め
る
の
で
し
ょ
う
。 

　
ま
ず
、
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
）
に
な
り

ま
す
と
、
個
人
ご
と
に
介
護
保
険
料
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
保
険
料
額
は
、
本
人
並
び
に
同
一
世
帯
人
の
町
民
税
の
課
税
状

況
に
よ
り
、
左
表
の
通
り
に
な
り
ま
す
。 

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
の
受
領
額
に
よ
っ
て
、 

　
　
　
　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。 

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
の
受
領
額
に
よ
っ
て
、 

　
　
　
　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。 

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
の
受
領
額
に
よ
っ
て
、 

　
　
　
　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。 



　
６
月
３
日
、
第
３６
回
町
長

杯
行
政
区
対
抗
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
宍
戸
町
長
と

大
和
田
議
長
の
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
吉
野
辺
行
政

区
の
会
田
良
平
選
手
と
会
田

久
美
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
で
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

２７
チ
ー
ム
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
２５
チ
ー
ム
が
各
行
政
区

の
名
誉
を
か
け
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
力

一
杯
の
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
、

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。 

　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は

飯
豊
上
行
政
区
が
、
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
浮
金
行
政

区
Ａ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
み
な

さ
ま
に
紙
上
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

壮年ソフトボール準優勝　浮金行政区Ｂ 壮年ソフトボール準優勝　浮金行政区Ｂ 

第
３６
回
町
長
杯
行
政
区
対
抗
 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

第
３６
回
町
長
杯
行
政
区
対
抗
 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

優
勝
 

ソフトボール 飯豊上行政区 
バレーボール 浮金行政区A

選手宣誓をする吉野辺行政区の代表選手 

家庭バレーボール準優勝　谷津作行政区 
家庭バレーボール優勝　浮金行政区A

壮年ソフトボール優勝　飯豊上行政区 壮年ソフトボール優勝　飯豊上行政区 

◎家庭バレーボール 
　優　勝　浮金A 
　準優勝　谷津作 
　第３位　反　町 
　　〃　　本　町 

◎壮年ソフトボール 
　優　勝　飯豊上 
　準優勝　浮金B 
　第３位　夏　井 
　　〃　　谷津作 

壮年ソフトボール 

家庭バレーボール 
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６
月
３
日
、
第
３６
回
町
長

杯
行
政
区
対
抗
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
宍
戸
町
長
と

大
和
田
議
長
の
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
吉
野
辺
行
政

区
の
会
田
良
平
選
手
と
会
田

久
美
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
で
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

２７
チ
ー
ム
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
２５
チ
ー
ム
が
各
行
政
区

の
名
誉
を
か
け
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
力

一
杯
の
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
、

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。 

　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は

飯
豊
上
行
政
区
が
、
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
浮
金
行
政

区
Ａ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
み
な

さ
ま
に
紙
上
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

壮年ソフトボール準優勝　浮金行政区Ｂ 壮年ソフトボール準優勝　浮金行政区Ｂ 

第
３６
回
町
長
杯
行
政
区
対
抗
 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

第
３６
回
町
長
杯
行
政
区
対
抗
 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

優
勝
 

ソフトボール 飯豊上行政区 
バレーボール 浮金行政区A

選手宣誓をする吉野辺行政区の代表選手 

家庭バレーボール準優勝　谷津作行政区 
家庭バレーボール優勝　浮金行政区A

壮年ソフトボール優勝　飯豊上行政区 壮年ソフトボール優勝　飯豊上行政区 

◎家庭バレーボール 
　優　勝　浮金A 
　準優勝　谷津作 
　第３位　反　町 
　　〃　　本　町 

◎壮年ソフトボール 
　優　勝　飯豊上 
　準優勝　浮金B 
　第３位　夏　井 
　　〃　　谷津作 

壮年ソフトボール 

家庭バレーボール 
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　平成17年3月に策定しました小野町次世代育成支援行動
計画は、次代を担う子どもたちの幸せを第一に考え、保護
者が子育てについて第一義的責任を有するという基本的認
識のもとに、子育てをする人が子育てに伴う喜びを実感で
きる施策の指針として平成17年度から21年度までの5年間（前
期計画)の具体的施策を定めていますが、これまでに進めら
れてきた主な内容についてお知らせします。 

子育て支援計画の実施状況をお知らせします 子育て支援計画の実施状況をお知らせします 子育て支援計画の実施状況をお知らせします 
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
遊
び
の
広
場
」
の
よ
う
す 

少子化・子育て支援対策は、町の財政面や地域の実情に応じて進めてきています。 
○幼保一元化推進では、県の委託を受け幼稚園と保育所の一元化へ向けての合同保育等の研究を実施し
　ています。併せて、幼保連携施設整備プロジェクトを設置し検討をしています。 
○夏井おおすぎ保育園で開設しました小野町地域子育て支援センターでは、毎週水曜日施設を開放し「遊
　びの広場」及び「育児相談」を実施し、子育て中の母親の利用が増加しており効果を上げています。 
※平成19年3月に「小野町こどもすこやか育成支援条例」が制定され、今後は同条例に基づいて子育て
　支援の施策を展開します。 

1 7年度から  

1 9年度の事業。  

この２つの事業は、19年度 

から国の新たな施策「放課 

後子どもプラン」へ移行し、 

放課後児童クラブの対象者 

を包含し、実施します。 

　　　　　　 検討を開始 
する。 

17年度から18年度まで実施 
する。 
●1カ所 
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7月15日（日） 
16日（祝） 
22日（日） 
29日（日） 

　　8月  5日（日） 
　　　　12日（日） 
　　　　19日（日） 

秋 元 医 院  
石 塚 医 院  
春 山 医 院  
遠 藤 医 院  
板 橋 医 院  
町 立 三 春 病 院  
大 方 病 院  

田村市（船引町） 
小 野 町  
三 春 町  
田村市（船引町） 
小 野 町  
三 春 町  
田村市（船引町） 

（ 8 2 ）1 5 1 4  
（ 7 2 ）2 1 6 1  
（ 6 2 ）3 2 3 9  
（ 8 5 ）2 0 1 6  
（ 7 2 ）2 6 6 1  
（ 6 2 ）3 1 3 1  
（ 8 2 ）1 1 1 7

休日当番のお医者さん  

元気に産み育てるための「母子保健サービス」をご利用ください。 
子どもたちの健康づくり事業のご案内 子どもたちの健康づくり事業のご案内 子どもたちの健康づくり事業のご案内 子どもたちの健康づくり事業のご案内 

　
５
月
と
６
月
に
実
施
し
ま
し
た
献

血
で
は
、
１
４
８
人
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か

い
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
献
血
に
よ

っ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め 

７
月
１
日
か
ら
３１
日
ま
で 

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」 

を
実
施
中
で
す
。 

　
献
血
協
力
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
今
後
も
献
血
へ
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

次
回
の
献
血
実
施
日
は 

　
１０
月
１５
日
（
月
）
で
す
。 

　
巡
回
場
所
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

後
日
、
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

定期健診ですこやかな 
成長の確認のために 

お子さんのことで 
お悩みの時は 

親子で楽しむ教室は 

お母さんへの情報は 

病気からいのちを 
守るために 

情報はこちらから 

3か月児健診（BCG予防接種と同時にできます） 
9か月児健診（日曜日健診） 
1歳6か月児健診 
3歳児健診 
2歳児歯科健診 
3歳児良い歯の表彰 

電話相談 
育児教室 
★発達支援事業（すくすく教室） 
★こころの相談（個別相談） 
★栄養相談 
★育児支援員の家庭訪問 

★おやつ教室 
キッズ・クラブ（親子ふれあい遊び） 

★母子健康手帳（親子手帳） 
妊婦健診受診券交付 

ポリオ（集団接種）、BCG 
麻疹風疹混合 
二種混合（破傷風・ジフテリア） 
三種混合（百白咳・破傷風・ジフテリア） 
→1期初回の接種間隔は3～8週で実施しましょう。 
※決められた接種期間や間隔でできない場合は自己負担になります。 

おのまち健康カレンダー 
広報おのまち 
健康福祉課（　72-6934） 

献
血
に
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

献
血
に
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

献
血
に
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

献血種類 

200ml 

400ml 

計 

5月28日 

18人 

66人 

84人 

6月28日 

30人 

34人 

68人 

5月・6月分献血実施者 

★印は電話連絡・予約を受付けています 
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第
４５
回
福
島
県
障
が
い
者
総
合
体
育
大
会 

　
　
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
で
活
躍 
第
４５
回
福
島
県
障
が
い
者
総
合
体
育
大
会 

　
　
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
で
活
躍 
第
４５
回
福
島
県
障
が
い
者
総
合
体
育
大
会 

　
　
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
で
活
躍 
第
４５
回
福
島
県
障
が
い
者
総
合
体
育
大
会 

　
　
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
で
活
躍 

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
目
的
と

し
た
体
育
大
会
が
、
５
月
２０
日
に
い

わ
き
市
陸
上
競
技
場
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
小
野
町
身
体
障
害
者

福
祉
会
か
ら
４
名
が
陸
上
競
技
に
、

こ
ま
ち
共
同
作
業
所
か
ら
６
名
が
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
に
参
加
し
、

競
技
者
や
、
応
援
者
の
介
助
の
た
め

に
一
般
の
方
２
名
、
小
野
高
校
生
４

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
行
し

ま
し
た
。 

               

▼
陸
上
競
技 

　（
い
わ
き
市
陸
上
競
技
場
） 

　
今
年
は
、
４
名
の
方
が
競
技
に
参

加
し
、
４
名
と
も
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。 

●
参
加
者
（
敬
称
略
） 

大
竹
　
康
三
（
立
ち
幅
跳
び
） 

遠
藤
　
智
一
（
車
い
す
１
０
０
Ｍ
走
） 

久
下
　
千
代
意
（
砲
丸
投
げ
） 

田
村
　
勇
（
１
０
０
Ｍ
走
） 

             

▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技 

　（
２１
世
紀
の
森
公
園
） 

　
今
回
の
大
会
が
、
作
業
所
の
立
上

げ
か
ら
初
め
て
の
参
加
で
し
た
。
五

月
晴
れ
の
下
、
時
よ
り
強
い
風
も
吹

い
て
い
ま
し
た
が
、
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
競
技
の
結
果
、
６
人
中
４
人

が
メ
ダ
ル
（
組
毎
に
順
位
を
決
定
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。 

●
参
加
者
（
敬
称
略
） 

荒
井
　
崇
史
　
　
　
吉
田
　
学 

村
上
　
友
美
　
　
　
山
口
　
貴
矢 

佐
藤
　
美
鈴
　
　
　
渡
辺
　
義
信 

 

参
加
種
目
　
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５ 

※
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
と
は
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
種
目
で
す
。

ど
れ
だ
け
正
確
に
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ

ら
れ
る
か
を
競
い
、
５
Ｍ
離
れ
た
ラ

イ
ン
か
ら
直
径
０
・
９
１
５
Ｍ
の
円

形
で
地
上
か
ら
０
・
６
１
Ｍ
に
あ
る

ゴ
ー
ル
を
通
し
ま
す
。 

             

　 
 

　
競
技
会
場
が
２
箇
所
だ
っ
た
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
２
箇
所
に
分
か
れ

て
の
お
手
伝
い
で
し
た
が
、
昼
食
の

準
備
や
ト
イ
レ
へ
の
誘
導
な
ど
積
極

的
に
活
動
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
な
に
よ
り
も
参
加
さ
れ
た
方
々
と

の
年
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。 

 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
紙
上
を 

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
６
月
２４
日
、
こ
ま
ち
み
ど
り
愛

護
会
（
阿
部
君
江
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
町
内
外
か
ら
約
５０

名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
小

野
町
を
訪
れ
た
方
々
が
心
や
す
ま

る
よ
う
に
と
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

小
野
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
霧
島
つ
つ

じ
の
剪
定
、
除
草
作
業
に
併
せ
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
各
５

０
０
本
を
一
本
一
本
真
心
こ
め
て

植
え
つ
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
以
外
に
も
各
愛
護
会
で
、

道
路
わ
き
の
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
の
植
え
付
け
作
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
道
路
周
辺
の
美

化
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
道
路
愛
護
会
」 

　
各
地
区
で
花
の
苗
植
栽 

「
道
路
愛
護
会
」 

　
各
地
区
で
花
の
苗
植
栽 

「
道
路
愛
護
会
」 

　
各
地
区
で
花
の
苗
植
栽 

「
道
路
愛
護
会
」 

　
各
地
区
で
花
の
苗
植
栽 

「
道
路
愛
護
会
」 

　
各
地
区
で
花
の
苗
植
栽 

熱
心
に
作
業
す
る 

参
加
者
の
み
な
さ
ん 
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街頭募金のようす 

「
父
の
日
に
は
牛
乳
を
贈
ろ
う
」幼
児
施
設
に
牛
乳
寄
贈
 

小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
 

夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
 

「
緑
の
募
金
」ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

　「
つ
な
げ
よ
う
　
輝
く
未
来
へ
　
緑
の
バ
ト
ン
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
平
成
１９
年
度
の
「
緑
の
募
金
」
運
動
を
、
４

月
１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
実
施
し
、
期
間
中
は
各
行
政

区
・
職
場
・
学
校
募
金
を
は
じ
め
、
飯
豊
小
学
校
緑
の
少

年
団
に
よ
る
街
頭
募
金
並
び
に
、
浮
金
愛
林
組
合
の
寄
付

に
よ
り
、
総
額
６５
万
５
３
９
０
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
募
金
は
、
田
村
緑
化
推
進
委
員
会
を
通
じ
、
県
並
び
に

町
に
よ
る
各
公
共
施
設
等
の
環
境
美
化
及
び
、
緑
化
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
６
月
１４
日
に
、
阿
武
隈
中
部
酪
農
青
年
研
究
会
（
村
上
明
生
会
長
）

及
び
福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
小
野
地
区
支
部
（
橋
本
浩
幸
会
長
）

よ
り
、
牛
乳
消
費
拡
大
「
父
の
日
に
は
牛
乳
を
贈
ろ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
小
野
町
立
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
園
に
福
島

県
産
牛
乳
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
各
施
設
を
訪
問

さ
れ
た
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、

牛
乳
に
つ
い
て
の
お
話
や
紙

芝
居
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、

園
児
達
は
、
昼
食
の
時
間
に

早
速
お
い
し
い
牛
乳
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
阿
武
隈
中
部
酪
農
青
年
研

究
会
及
び
福
島
県
酪
農
青
年

研
究
連
盟
小
野
地
区
支
部
の

皆
様
の
ご
好
意
に
対
し
、
紙

上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

ち
　
　
ち
 

ち
　
　
ち
 

ナ
ス
の
植
え
付
け
 

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
都
市
と
の
交
流
 

だんだん慣れて手付きも軽やかに 

　
湯
沢
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
（
長
久

保
喜
伸
会
長
）
は
５
月
２４
日
、
同
地
区
内

で
東
京
都
の
中
野
区
立
第
一
中
学
校
（
中

野
一
中
）
の
農
業
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
の
農
作
業
を
提
供
し

都
市
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

　
農
業
体
験
学
習
は
中
野
一
中
の
２
年
生

約
９０
人
が
参
加
し
、
午
前
中
は
畑
に
移
動

し
マ
ル
チ
掛
け
か
ら
作
業
開
始
、
さ
つ
ま

い
も
・
ナ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗
を
植
え
付

け
、
そ
の
後
大
豆
・
と
う
も
ろ
こ
し
の
種

ま
き
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
お
昼
に
は
、
も
ち
つ
き
に
挑
戦
し
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
食
事
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
午
後
は
田
植
え
に
挑
戦
し
、
昔
な
が
ら

の
田
植
え
に
取
り
組
み
、
初
め
て
の
田
ん

ぼ
の
感
触
に
大
騒
ぎ
。
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち

な
か
っ
た
手
つ
き
も
、
協
議
会
の
み
な
さ

ん
の
指
導
で
次
第
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
縄
も
じ
り
、
し
い
た
け
原
木

へ
の
き
の
こ
菌
植
え
込
み
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
と
湯
沢
地
区
住
民
は
、
農
作
業
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
、
自
然
の
豊
か
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。 
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●図書館 

●美術館 
◇彫型画と家紋展 
　　彫型画とは、伊勢型紙の技法をとりいれた彫刻絵画です。 
　　町内の愛好家のみなさんの作品展を開催します。 
　　ぜひ、ご鑑賞ください。 
　▼日時　平成19年7月14日（土）～7月31日（火） 
　　　　　午前9時～午後5時（ただし、最終日は午後3時まで） 
　▼場所　ふるさと文化の館・美術館 

書　　　　　名 著　　者　　名 出　　版　　社 
孤独なき地 K・S・P 
風姿恋伝 
楽老抄 
まとい大名 
若くない日々 
サマーバケーションEP 
ダナエ 
湖の南 
ぼくの手はきみのために 
大切な人へ 
決別の海 
ファティマ第三の予言 
水底の仮面 
脳内汚染からの脱出 
この日なんの日科学366日辞典 

香 納 　 諒 一  
唯 川 　 　 惠  
田 辺 　 聖 子  
山 本 　 一 力  
藤 堂 志 津 子  
古 川 日 出 男  
藤 原 　 伊 織  
富 岡 多 惠 子  
市 川 　 拓 司  
瀬 戸 内 寂 聴  
ロバート・B・パ－カ－ 
スティーズ・ベリ－ 
タ ニ ス ・ リ －  
岡 田 　 尊 司  
フレア情報研究会 

徳 間 書 店  
小 学 館  
集 英 社  
毎 日 新 聞 社  
幻 冬 舎  
文 藝 春 秋  
文 藝 春 秋  
新 潮 社  
角 川 書 店  
光 文 社  
早 川 書 房  
エンターブレイン 
産業編集センター 
文 藝 春 秋  
講 談 社  

◇新着本 

◇子どもの読書活動推進優秀実践図書館・文部科学大臣賞受賞 
　今年度、小野町ふるさと文化の館・図書館（小野町図書館） 
が、おはなし会や学校との連携など館内外で子どもの読書活動
推進事業を積極的に行っている点が評価され、表彰を受けまし
た。多くの町民の皆様のご協力により続けることができた成果
であり、御礼申し上げます。 
　これからもサービスの向上に努めますので、引き続きご協力
ならびにご支援等をよろしくお願いします。ぜひ、当館のおは
なし会などにご参加ください。 
▼主な活動 
　おはなし会（ちびっこおはなし会） 
　出前おはなし会（学校や幼児教育施設等でのおはなし会） 
　ブックトーク 
　移動図書館（学校での移動図書館。地域の方もご利用いただけます。） 
　読書案内配布（子ども読書の日や夏休みなどにあわせた読書情報紙配布） 

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　　72―2120
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団員のみなさんと引率者 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
　
根
本
一
郎
さ
ん
 

◎
団
　
員
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

▼
小
野
中
学
校
　
　
 

　
草
野
　
恭
平
　
　
会
田
ひ
か
り
　
 

　
今
泉
　
莉
奈
　
　
宗
像
　
宏
晃
　

　
先
　
　
綾
乃
　
　
会
田
　
知
樹
　

　
野
　
　
哲
史
　
　
平
野
　
優
太
　

　
鈴
木
　
望
友
　
　
吉
田
　
栞
奈
 

▼
浮
金
中
学
校
　
　
 

　
石
井
　
智
貴
　
　
長
久
保
純
一
　

　
大
和
田
　
和
　
　
西
牧
あ
か
ね
　

　
藤
井
　
千
裕
 

◎
引
率
者
 

団
　
長
　
鈴
木
澄
夫
（
教
育
課
長
） 

指
導
員
　
吉
田
　
隆
（
教
育
課
主
任
主
査
） 

指
導
員
　
渡
邉
真
魚
（
浮
金
中
教
諭
） 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
団
員
任
命
式
 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
団
員
任
命
式
 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
団
員
任
命
式
 

　
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
「
サ
マ
ー
 

キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼
」
の
団
員
任
 

命
式
が
、
６
月
１２
日
に
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
行
わ
れ
、
小
野
中
学
校
、

浮
金
中
学
校
の
１５
名
の
み
な
さ
ん
が

団
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
国
際
化
に
対
応
す
 

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
町
 

内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
ア
メ
リ

カ
へ
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
１６
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
式
で
は
、
吉
田
教
育
長
よ
り
、
団
 

員
一
人
ひ
と
り
に
任
命
書
が
交
付
さ
 

れ
た
後
、
引
き
続
き
各
団
員
は
、
研
 

修
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。 

　
団
員
の
み
な
さ

ん
は
、
７
月
２８
日

か
ら
８
月
６
日
ま

で
の
間
、
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
グ
レ
ン
ロ
ッ

ク
町
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ハ
ン
コ

ッ
ク
町
で
の
キ
ャ

ン
プ
活
動
を
行
い

ま
す
。 

小
野
町
体
育
指
導
委
員
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
を
委
嘱
 

小
野
町
体
育
指
導
委
員
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
を
委
嘱
 

小
野
町
体
育
指
導
委
員
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
を
委
嘱
 

　
こ
の
た
び
新
た
に
２
名
の
方
が
小

野
町
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
員
５６
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。 

　
委
嘱
状
交
付
後
に
体
育
指
導
委
員

の
指
導
の
も
と
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
方
を
対
象
に
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
今
後
、
委
員
の
方
々
に
は
、
小
野

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町
民
に
対
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
で
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
町
民
体
育
館
で
は
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
無
料
で
貸
し

出
し
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

※
７
月
２４
日
（
火
）
は
小
学
生
水
泳

　
大
会
開
催
の
た
め
、
午
前
９
時
か

　
ら
正
午
ま
で
プ
ー
ル
は
お
休
み
し

　
ま
す
。 

※
８
月
１８
日
（
土
）
は
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
水
上
運
動
会
の
た
め
、
午
前

　
９
時
か
ら
正
午
ま
で
プ
ー
ル
は
お

　
休
み
し
ま
す
。 

●
教
室
の
お
知
ら
せ
 

▼
少
年
水
泳
教
室
 

　
７
月
１６
日
（
月
）
〜
２０
日
（
金
） 

　
午
後
４
時
〜
午
後
６
時
ま
で
 

▼
町
民
・
親
子
水
泳
教
室
 

　
８
月
６
日
（
月
）
〜
１０
日
（
金
） 

　
午
後
７
時
〜
９
時
ま
で
 

　
各
教
室
開
催
中
は
多
少
こ
み
合
い

ま
す
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
各
教
室
の
申
込
に
つ
い
て
は
、
チ

ラ
シ
、
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
町
民
体
育
館
　
７
２
―
２
５
１
８
 

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
 

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
 

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

　
委
員
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▼
体
育
指
導
委
員
　
　
　（
敬
称
略
） 

　
任
期
　
平
成
１９
年
４
月
１
日
〜
 

　
　
　
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
 

　
齋
藤
　
勝
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

　
村
上
　
淳
（
サ
ッ
カ
ー
） 

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
 

　
任
期
　
平
成
１９
年
４
月
１
日
〜
 

　
　
　
　
平
成
２１
年
３
月
３１
日
 

　
別
表
の
と
お
り
 

立 崎 立 崎

（敬称略） 
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自走式草刈機 背負い式刈り払い機 

　新しい受給者証の更新を次の日程で行
います。 
　この更新手続きを行わなかった場合は、
平成19年8月以降の医療費の助成を受け
ることができなくなりますのでご注意く
ださい。 
　＊日程内に更新の手続きができない場
　　合は、事前にご連絡ください。 
　▼受付日時 
　7月24日（火）～26日（木）まで 
　午前9時～午後5時15分まで 
　＊25日は窓口延長に伴い午後7時まで 
　　受付をします。 
　▼受付場所　健康福祉課 
　▼必要なもの 
　　●重度心身障害者医療費受給者証 
　　　（ピンクのカード） 
　　●お持ちの障害者手帳 
　　●健康保険証 
　　●印鑑 
　◆問い合わせ 
　　健康福祉課　　72―6934

　ひとり親家庭医療費受給者証の更新を次の日程で行い
ます。 
　この更新手続きを行わなかった場合は、平成19年8月
以降の医療費の助成を受けることができなくなりますの
でご注意ください。 
　▼受付日時 
　7月24日（火）　午前9時～午後5時15分 
　7月25日（水）　午前9時～午後7時 
　▼受付場所　健康福祉課 
　▼必要なもの 
　　●ひとり親家庭医療費受給資格登録更新申請書 
　　●ひとり親家庭医療費受給者証（青色のカード） 
　　●受給者と児童の健康保険証 
　　●受給者と児童の戸籍謄本 
　　　（児童扶養手当受給者は除く） 
　　●児童扶養手当証書（手当受給者のみ） 
　　●平成19年度所得証明書 
　　　（平成19年1月1日現在、他市町村に住所を有す
　　　　る方のみ） 
　　●児童の父又は母が障害者の場合のみ、診断書又は
　　　障害者手帳 
　◆問い合わせ　健康福祉課　　72－6934

ひとり親家庭医療費受給者のみなさんへ 重度心身障害者医療費 
　　　受給者のみなさんへ 

ひとり親家庭医療費受給者のみなさんへ 重度心身障害者医療費 
　　　受給者のみなさんへ 

　
父
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
、
小
学

校
５
年
生
の
一
年
間
し
か
飯
豊
に
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
中
で
は
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
小
川
で
は
、
水
遊
び
を
し
た
り
、

魚
を
取
っ
た
り
、
ま
た
裏
山
で
は
、

木
に
登
っ
た
り
、
木
の
実
を
取
っ
た
り
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
先
日
の
花
見
の
時
は
、
み

な
さ
ん
に
会
え
る
と
思
い
集
合
時
間

よ
り
２
時
間
も
前
に
着
い
て
し
ま
っ
て
、

時
間
を
潰
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
の
顔
も
名
前
も
一
致
せ

ず
に
言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

相
手
方
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
て
輪
の

中
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
お
酒
も

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
お
い
し
く
、
サ
ク

ラ
も
満
開
で
と
て
も
楽
し
い
一
日
を

す
ご
し
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
の
み
な
さ
ん
、

ま
た
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
度
は
、
東
京
か
千
葉
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。 

景
　
山
　
金
　
三 

（
飯
豊
出
身
・
千
葉
支
部
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業 

環
境
美
化
の
た
め
の
草
刈
り
機
を
配
備 

発売期間7月19日～8月7日 
この宝くじの収益金は、市町村の明る 
く住みよい街づくりに使われます。 

☆今年もやってくる☆ 
サマージャンボ宝くじ 
1等前後賞合わせて3億円 

　
町
で
は
、
地
域
の
公
益
的
な
施
設
の
管
理
及
び
環
境
美
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
を
利
用
し
、
自
走
式
草
刈
機
２
台
と
背
負
い
式
刈
り
払
い

機
５
台
を
配
備
し
ま
し
た
。 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
と
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し
、
地
域
環
境
の
整
備
・

健
康
増
進
・
防
災
・
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
醸
成
す
る
た
め
の
補
助
事
業
で
す
。 

　
今
後
と
も
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
推

進
に
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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    ▼
試
験
期
日
 

　
平
成
１９
年
７
月
２２
日
（
日
） 

▼
受
験
資
格
 

　
男
子
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
 

▼
試
験
会
場
 

　
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
 

▼
採
用
予
定
人
員
 

　
若
干
名
 

▼
入
隊
予
定
 

　
平
成
１９
年
１０
月
（
予
定
） 

◆
問
い
合
わ
せ
 

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
 

郡
山
地
域
事
務
所
 

　
　
０
２
４
―
９
３
２
―
１
４
２
４
 

  

取
引
・
証
明
用
の
「
は
か
り
」
は
 

　
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
 

　
取
引
又
は
証
明
に
使
う
「
は
か
り
」 

は
、
２
年
に
１
度
の
知
事
が
行
な
う

定
期
検
査
、
ま
た
は
計
量
士
に
よ
る

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
今
年
度
は
、
小
野
町
地
域
の
「
は

か
り
」
の
検
査
該
当
年
で
す
。 

　
取
引
に
お
け
る
計
量
と
は
、
売
買
、

貸
借
、
贈
与
、
雇
用
、
請
負
、
委
託

加
工
な
ど
で
、
は
か
り
が
使
用
さ
れ

る
場
合
で
す
。 

　
証
明
に
お
け
る
計
量
と
は
、
計
量

結
果
が
間
違
い
な
い
と
い
う
事
実
、

つ
ま
り
、
計
量
し
た
結
果
そ
の
よ
う

な
値
で
し
た
と
表
明
す
る
こ
と
に
、

は
か
り
が
使
用
さ
れ
る
場
合
で
す
。 

　
対
象
と
な
る
主
な
業
種
の
使
用
例

を
以
下
に
記
載
し
ま
す
。 

▼
小
売
販
売
（
個
人
商
店
、
ス
ー
パ

ー
、
各
種
行
商
な
ど
）
▼
卸
売
（
事

業
所
な
ど
）
▼
製
造
・
加
工
（
工
場
、

事
業
所
な
ど
）
▼
貨
物
運
送
（
運
送
、

宅
配
便
取
扱
店
な
ど
）
▼
米
穀
集
荷

（
農
業
協
同
組
合
、
農
家
な
ど
）
 

▼
畜
産
（
畜
産
組
合
、
種
蓄
場
、
屠

殺
場
、
家
畜
市
場
、
酪
農
業
組
合
な

ど
）
▼
建
設
・
土
木
（
砂
利
採
石
場
、

生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
）
▼
医
療
・

福
祉
（
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
福

祉
施
設
な
ど
）
▼
教
育
（
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
な
ど
）
▼
官
公
庁
（
国
・

県
・
市
町
村
、
食
糧
事
務
所
、
保
健

所
、
ゴ
ミ
焼
却
場
な
ど
）
▼
そ
の
他
 

　
以
上
の
事
業
所
な
ど
で
、
は
か
り
 

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
受
検
し
て
 

く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
産
業
振
興
課
　
７
２
―
６
９
３
８
 

 職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
 

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い
し
ま
す
 

　
企
業
の
組
織
再
編
や
人
事
労
務
管

理
の
個
別
化
な
ど
に
よ
り
、
職
場
に

お
け
る
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と

の
ト
ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 

　
福
島
労
働
局
で
は
、「
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
県
内
５
か
所
に

設
置
し
、
解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
・

採
用
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
、
総
合
労
働

相
談
員
が
労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の

相
談
を
受
け
て
、
紛
争
の
自
主
的
な

解
決
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関

し
て
当
事
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、「
労
働
局
長
の
助
言
・

指
導
」
や
「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
、
解
決
に
向

け
て
福
島
労
働
局
が
無
料
で
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。 

　
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な
方
、

人
事
・
労
務
な
ど
で
疑
問
を
お
持
ち

の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
「
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

◆
郡
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

　
郡
山
市
桑
野
２
―
１
―
１
８
 

　（
郡
山
労
働
基
準
監
督
署
内
） 

　
　
０
２
４
―
９
２
２
―
１
３
７
０
 

 平
成
１９
年
度
ニ
ー
ト
支
援
セ
ミ
ナ
ー

及
び
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
 

参
加
者
募
集
 

　
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
「
平
成
１９
年
度
ニ
ー
ト
支
援
セ
ミ

ナ
ー
及
び
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
会
津
・
中
通

り
・
浜
通
り
の
各
地
域
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
希
望
の
地
域
に
参
加
く
だ

さ
い
。 

●
ニ
ー
ト
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

▼
対
象
　
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
方
の

家
族
（
定
員
各
地
域
２０
名
程
度
） 

▼
内
容
　
親
と
子
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
 

●
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

▼
対
象
　
概
ね
１５
歳
か
ら
３４
歳
ま
で

の
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
方
（
定
員
各
 

地
域
１
回
あ
た
り
７
名
程
度
で
、
計

３
回
実
施
予
定
） 

▼
内
容
　
仕
事
体
験
や
農
業
体
験
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
（
１０
日
か
ら
２

週
間
程
度
） 

※
開
催
場
所
、
日
時
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
実
施
時
期
　
平
成
１９
年
９
月
〜
１２
月
 

●
参
加
料
　
無
料
 

●
募
集
期
間
　
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。 

◆
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま
 

　
　
０
２
４
―
５
４
４
―
１
９
８
４
 

 ８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
 

　
例
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
か

月
間
は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
で
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
へ
、

肌
の
露
出
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
、

発
汗
に
よ
り
電
気
が
流
れ
や
す
く
な

る
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
る
た
め
、

感
電
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
毎
年
８
月
を

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、

電
気
使
用
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
 

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
２
等
陸
・
 

海
・
空
士
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。 

あ
な
た
の
力
で
地
域
の
安
全
を
 

　
平
成
１９
年
度
採
用
消
防
吏
員
 

 
 
 
（
高
校
卒
程
度
）
募
集
 

    　
平
成
２０
年
４
月
採
用
の
郡
山
地
方

広
域
消
防
組
合
職
員
（
高
校
卒
程
度

の
候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。
申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
又
は
分
署
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
角

３
号
）
と
１
２
０
円
切
手
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
郵
便
に
よ
る
受
験
申
込
み

は
、
受
付
期
間
最
終
日
の
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
受
付
け
ま
す
。 

▼
受
験
資
格
　
昭
和
５７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
） 

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
 

▼
受
付
期
間
　
平
成
１９
年
７
月
１７
日

（
火
）
か
ら
８
月
３１
日
（
金
）
ま
で
 

▼
試
験
日
　
第
一
次
試
験
 

平
成
１９
年
９
月
２３
日
（
日
） 

▼
試
験
会
場
　
郡
山
地
方
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
人
事
教
養
係
 

　
０
２
４
―
９
２
３
―
１
７
０
８
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※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。 

　 平成19年6月1日現在 
人　口　 11，930人（2） 
　男　　　5，709人（△5） 
　女　　　6，221人（7） 
世帯数　3，817世帯（△1） 
　　（　）内は前月との増減 

　福島県現住人口調査結果から 

7
　
　
月 

8
　
　
月 

月　 日 行　　事　　名 

町税納期ご案内 

7月31日（火） 

税　目 

固 定 資 産 税  

国民健康保険税 

期別 

2期 

1期 

納期限 

●組合加入でない方は、便利な口座振替で 

　
６
月
９
日
・
１０
日
に
小
野
町
さ
つ

き
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
野

町
皐
月
盆
栽
愛
好
会
会
長
佐
藤
勇
治

様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
出
品
作
品
の

一
部
を
役
場
に
お
い
て
借
り
受
け
、

窓
口
に
飾
り
ま
し
た
。
美
し
く
咲
き

誇
っ
た
色
と
り
ど
り
の
さ
つ
き
の
花

は
、
来
庁
さ
れ
た
町
民
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

高　橋　　　清 

 

三本松　　　勝 

柏　原　哲　男 

郡　司　昭　彦 

渡　邊　助　之 

國　分　美　香 

先　　　次太郎 

廣　川　ソ　キ 

　梅雨の時期を迎えると、何だか
気持ちまでジメジメしてしまいま
す。からっと晴れた暑い夏が待ち
遠しくてたまりません。 
　春夏秋冬、それぞれの季節ごと
に次の季節を待ち焦がれるもので
す。気付くと、今年も半分が過ぎ
ました。月日が流れるのは早いも
のです。　　　　　　　　　（佐） 

●海の日 

ふるさと文化の館休館 

3か月児健診・BCG予防接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院 

窓口業務延長19：00まで 

ちびっこおはなし会11：00～11：30ふるさと文化の館 

 

 

 

 

ひとり親家庭医療費受給者証更新（受付9：00～17：15）役場 

重度心身障害者医療費受給者証更新（受付9：00～17：15）役場 

窓口業務延長19：00まで 

ひとり親家庭医療費受給者証更新（受付9：00～19：00）役場 

重度心身障害者医療費受給者証更新（受付9：00～19：00）役場 

重度心身障害者医療費受給者証更新（受付9：00～17：15）役場 

 

こまちダムまつり9：30～15：00こまちダム 

彫型画講座13：30～15：30ふるさと文化の館 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

ふるさと文化の館図書館館内整理日休館 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

窓口業務延長19：00まで 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

ちびっこおはなし会11：00～11：30ふるさと文化の館 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

親子自然体験キャンプ　ふれあいの森（5日まで） 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

住民総合健診（受付7：30～9：30）多目的研修集会施設 

町民・親子水泳教室19：00～21：00海洋センタープール（10日まで） 

 

窓口業務延長19：00まで 

人権相談所開設10：00～15：00母子健康センター 

ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設 

小松祝正展（19日まで）ふるさと文化の館 

木目込み手まり講座13：30～15：30ふるさと文化の館 

 

 

 

おのまち夏まつり18：00～ 

81 

 

68 

74 

47 

73 

12 

84 

87
（5月届出分） 

（4月届出分） 

行事カレンダー（7月16日～8月15日） 

仲　　町 

 

仲　　町 

反　　町 

飯 豊 上  

飯 豊 中  

飯 豊 下  

吉 野 辺  

浮　　金 

　佐藤　空来（そら） 

　佐藤　大駕（たいが） 

　先　　心美（ここみ） 

　長久保迪男（ふみお） 

　吉田　莉桜（りお） 

・ 

智　彦・恭　子 

一　広・早　苗 

真　弥・　恵 

幸　男・知　子 

徳　彦・かほり 

大 　 八  

谷 津 作  

吉 野 辺  

夏　　井 

上羽出庭 
（5月届出分） 

16日（月） 
17日（火） 

18日（水） 

19日（木） 

20日（金） 

21日（土） 

22日（日） 

23日（月） 

24日（火） 

25日（水） 

26日（木） 
27日（金） 

28日（土） 

29日（日） 
30日（月） 

31日（火） 

1日（水） 

2日（木） 

3日（金） 

4日（土） 

5日（日） 

6日（月） 

7日（火） 

8日（水） 

9日（木） 

10日（金） 

11日（土） 

12日（日） 

13日（月） 

14日（火） 

15日（水） 

立 崎

立 崎




